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水防訓練の実施 墨田区 

○東京消防庁第七消防方面本部と合同で水防訓練を実施 
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水害ハザードマップの改定及び周知 墨田区 

○荒川流域における想定最大規模の降雨を想定したハザードマップを作成 

ハザードマップ添付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○改定したハザードマップは区内全戸に配付し、区民等に周知を図った。 



浸水実績等の周知 江東区 

○取組主体：江東区 

○開催頻度：毎年7月～9月頃開催 

○過去の水害の記録や歴史のパネル展示 

○ハザードマップと展示資料冊子の配布 



水害ハザードマップの作成、改良と周知 江東区 

○取組主体：江東区 

○広報掲載日：平成30年6月11日、平成30年8月11日 

○区報よるハザードマップの 周知促進 



水防訓練の充実 江東区 

○取組主体：江東区、城東消防署、深川消防署 

○取組参加機関：城東消防団、深川消防団、 

  城東災害時支援ボランティア、深川災害時支援ボランティア 

  区内町会・自治会、江東区建設業協会、国土交通省、 

  東京都下水道局 

○開催日：平成30年5月22日 

○水防訓練と各種水防工法の実施 

○協力機関による特殊車両やパネルの展示 
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防災情報サービス端末の設置 葛飾区 

１ 概要 

 災害時に拠点となる区施設及び要配慮者利用施設、自治町会に確実に避難情報が届くよ
うにするため、屋内でも防災行政無線の内容を聞き取ることができる「防災情報サービス
端末」を設置するもの（平成３１年３月までに設置予定） 

 

２ 「防災情報サービス端末」の概要 

・防災行政無線を受信し、屋外の音声と同じ内容を放送 

・緊急地震速報を受信し、音声とランプでお知らせ 

・FM放送ラジオの受信 

 

３ 設置対象施設 

・第一順位避難所（各区立小中学校） 

・要配慮者利用施設（特別養護老人ホーム、保育園、幼稚園等） 

・地域防災計画で定める拠点施設(各地区センター等) 

・各自治町会（１自治町会あたり３台まで） 

防災情報サービス端末 
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水陸両用車（すぃ防）の導入 葛飾区 

  水陸両用車（愛称：すぃ防）の運用を平成３０年２月１日より開始。 

 

   

 国土交通省荒川下流河川事務所が実施した荒川下流防災施設現地実動訓練では荒川に 

 入水した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



水害ハザードマップの改定と啓発 江戸川区 

○平成３０年８月２２日 「江東５区大規模水害ハザードマップ」を公表 



○「江東５区大規模水害ハザードマップ」に基づき「江戸川区水害ハザードマップ」を作成 

            大判（Ａ１判 冊子に折込）                 冊子（Ａ４判） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○住民にわかりやすく理解してもらうため、下記の点を工夫した。 

・イラストを多用、内容を絞り、知って欲しいことの明確化 

・マップを１枚で大きく示し、どのように行動すればよいか分かりやすく掲載 

・ “命を守る”のは住民ひとり一人であり、“自ら行動することが必要”であることの理解を促進 

水害ハザードマップの改定と啓発 江戸川区 



○住民に分かりやすく理解してもらう工夫：イラストを多用、マップ１枚で表示、自分事の理解促進 

水害ハザードマップの改定と啓発 江戸川区 

大規模水害が起こったらどうなる？ 

（冊子６ページより抜粋） 

わが家の広域避難計画 

（Ａ３判 冊子に折込） 



○広報えどがわ、区ホームページ、区民ニュース、ポスター、町会回覧などを用いて啓発 

水害ハザードマップの改定と啓発 江戸川区 


